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「                     」「                     」

　
毎
月
第
２
日
曜
日
は

　

 

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

　
今
年
最
後
の
作
業
日
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　（
雨
天
中
止
）

　

11
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
対
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
内
容　
倒
木
処
理
、
小
川
の
改
修

◆
持
ち
物
・
服
装

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
教
育
課　

☎
�
１
１
１
７

　　
親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

　
昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ
て
も
ち

つ
き
を
体
験
し
ま
す
。
自
分
で
丸
め
た

お
餅
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

◆
日
時
　
12
月
10
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所　
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
料
金　
１
０
０
円

◆
持
ち
物　
持
ち
帰
り
用
袋
、
上
靴
、

　

エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ　

☎
�
３
３
３
３

　　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
月
曜
日
開
館
の
お
知
ら
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜

日
を
11
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
利
用
も
可
能
で
す
。

◆
期
間
　
11
月
～
４
月
ま
で

◆
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時　

【
問
い
合
わ
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

　　
冬
季
閉
鎖

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
栗
山
ダ
ム
・
御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
、運
動
公
園
、栗
夢
広
場
、町
民
球
場
、

栗
山
公
園
球
場
を
11
月
４
日
㈯
か
ら
閉

鎖
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
状
況
に
よ
り

早
く
閉
鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　
第
42
回
全
町

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
男
女
別
に
よ
る
６
人
制
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
12
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
～

◆
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
　
町
内
会
、
自
治
会
、
企
業
単

　

位
、
介
護
学
生
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

◆
申
込
方
法
　
各
町
内
会
・
自
治
会
に

　

送
付
す
る
申
込
用
紙
を
提
出

※
企
業
・
介
護
福
祉
学
生
チ
ー
ム
の
申

　

込
み
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
受
付
に

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　
11
月
20
日
㈪
～
12
月
1
日
㈮
　

【
問
い
合
わ
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

笑顔あふれる大会となりました！笑顔あふれる大会となりました！

第第２２回  回  くりやまハーフマラソンくりやまハーフマラソン

◆
日
時　
令
和
６
年
１
月
７
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
対
象　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

方
（
町
内
在
住
の
対
象
者
に
は
案
内

　

状
を
送
付
）

※
町
外
在
住
の
参
加
希
望
者
は
社
会
教

　

育
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
教
育
課　

☎
�
１
１
１
７

　　
令
和
６
年

　
栗
山
町
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

対象者が実行委員
となり、式典に向
けて活動中です。

　　
勤
労
青
年
国
内
研
修

　
参
加
者
募
集

　

姉
妹
都
市
の
宮
城
県
角
田
市
を
は
じ

め
他
の
都
市
も
訪
問
し
、
視
察
・
交
流

を
通
し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
活
か
す
こ
と
や
、
地
域
活
動
の
指
導

者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
を

行
い
ま
す
。

◆
日
程　

　

令
和
６
年
２
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

◆
場
所　
宮
城
県
角
田
市　

他

◆
対
象　
町
内
在
住
も
し
く
は
町
内
事

　

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
20
～
40
歳
の

　

勤
労
青
年

◆
定
員　
若
干
名

◆
負
担
金　
２
万
円

◆
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
教
育
課　

☎
�
１
１
１
７　

詳しくはこちらか
らご覧ください。

　10 月８日、第 2 回目となる「くりや
まハーフマラソン」が開催され、道内外
から 1,118 人がエントリーし、ランナー
たちは栗山町の豊かな田園風景を眺めな
がら自己ベストを目指して汗を流しまし
た。心地よい秋晴れの下、笑顔のあふれ
る大会となりました。

▲当日の様子は町の
　ホームページでも
　ご覧になれます。
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学
習
の
理
解
度
に
つ
い
て

　

国
語
は
全
道
の
平
均
を
１
％
、
算
数

は
２
％
上
回
り
、
全
国
と
同
率
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
調
査
は
、「
学
習
の
理
解
度
」や「
生

活
に
関
す
る
意
識
」
を
把
握
・
分
析
し
、

課
題
の
改
善
に
活
か
す
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を

対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
国
語
と
算
数
・
数
学
の
他
、

中
学
校
で
英
語
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
語
で
は
、「
目
的
や
意
図
に
応
じ
、

話
の
内
容
を
捉
え
、
話
し
手
の
考
え
と

比
較
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
全
道
・
全
国

に
比
べ
て
正
答
率
が
５
％
高
く
な
っ
て

　

国
語
で
は
「
文
章
を
読
ん
で
理
解
し

た
こ
と
を
知
識
や
経
験
と
結
び
付
け
、

自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
で

き
る
」が
全
道
・
全
国
の
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、「
自
主
性
を
大
切
に
す
る
学

習
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
い
え

ま
す
。

　

数
学
で
は
「
反
比
例
の
意
味
を
理
解

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
」
が
全
国

平
均
に
近
い
状
況
で
し
た
が
、
他
の
設

問
は
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
苦
手
分
野

の
克
服
が
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

英
語
で
は
「
社
会
的
な
話
題
に
つ
い

て
、
短
い
文
章
の
要
点
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
が
全
国
の
正
答
率
よ
り

７
％
も
高
い
結
果
と
な
り
、
英
文
を
読

み
取
る
力
が
着
実
に
付
い
て
き
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、「
肯

定
」、「
や
や
肯
定
」、「
や
や
否
定
」、「
否

定
」
の
４
段
階
か
ら
回
答
し
ま
す
。
今

回
は
、「
肯
定
」
を
選
択
し
た
割
合
を

全
国
平
均
と
比
較
し
て
い
ま
す
。

　
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」
は
、

小
学
校
で
２
％
、
中
学
校
で
６
％
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
生
は
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を

認
め
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
」
は
、
小

学
校
で
20
％
、
中
学
校
で
２
％
高
い
結

果
で
し
た
。
特
に
小
学
校
に
お
い
て
、

教
師
と
児
童
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成
が

進
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
」
は
、
小
学
校

で
４
％
、
中
学
校
で
は
15
％
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
会
を
中
心
に
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
る「
い
じ
め
撲
滅
集
会
」

な
ど
を
通
し
て
、
意
識
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参

加
し
て
い
る
」
は
、
小
学
校
で
10
％
、

中
学
校
で
５
％
高
く
な
っ
て
お
り
、
地

域
と
学
校
が
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
全
国
に
比
べ
て
割
合
が
一
番

低
か
っ
た
項
目
は
、
小
中
共
に
「
人
が

困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん
で
助
け
て

い
る
」
で
す
。
こ
れ
は
優
し
さ
の
欠
如

な
ど
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
勇

気
を
も
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
」

こ
と
が
第
一
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
学
力
と
も
無
縁
で
は
な
く
、

「
学
び
合
い
高
め
合
う
授
業
」
の
積
み

重
ね
の
中
で
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用

感
を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

栗
山
町
で
育
ち
、
栗
山
の
学
校
で
学

ぶ
子
供
た
ち
は
、『
ふ
る
さ
と
栗
山
』

を
通
し
て
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資

質
や
能
力
を
習
得
し
、
活
用
す
る
技
術

を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
栗
山
の
全
て
の
子
供
た
ち
に
対
し
て

学
力
だ
け
で
は
な
く
、
体
力
や
道
徳
性

を
含
め
た
「
生
き
る
力
」
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

   

生
活
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て 0
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朝食を毎日食べている 先生は自分の良いところを

認めてくれていると思う
いじめは、どんな理由が
あってもいけないことだ

今住んでいる地域の
行事に参加している

　

ど
の
科
目
も
全
道
・
全
国
平
均
を
下

回
り
、
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
学
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
き
れ
な
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

く
上
回
っ
て
お
り
、
理
解
度
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

町
内
の
各
小
学
校
で
は
、
今
回
の
調

査
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
校
の

成
果
や
課
題
に
つ
い
て
分
析
・
検
証
を

行
い
、
一
層
、
個
に
対
応
し
た
授
業
改

善
に
向
け
て
計
画
的
・
継
続
的
な
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
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小
学
校
の
平
均
正
答
率
【
図
１
】

  

小
学
校
で
出
題
さ
れ
た
設
問
で

  

特
徴
的
な
傾
向
【
図
３
】

   

中
学
校
の
平
均
正
答
率
【
図
２
】

  

中
学
校
で
出
題
さ
れ
た
設
問
で

  

特
徴
的
な
傾
向
【
図
４
】

    

栗
山
町
と
全
国
の
比
較
【
図
５・６
】

小学校 中学校
人が困っているときは
進んで助けている

【図１】小学６年生の正答率（％）

【図３】小学校の特徴的な傾向（％）※１

【図２】中学３年生の正答率（％）

【図４】中学校の特徴的な傾向（％）

【図６】全国より割合が
　　　  低い項目（％）

【図５】全国より割合が高い項目（％）

～栗山の子どもたちに確かな学力を育むために～～栗山の子どもたちに確かな学力を育むために～

令和５年度全国学力・学習状況調査結果令和５年度全国学力・学習状況調査結果
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国
語
・
算
数
共
に
全
国
水
準
に
あ
り
、

理
解
で
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

  17

い
ま
す
。

　

ま
た
、
算
数
で
は
、「
示
さ
れ
た
棒

グ
ラ
フ
と
、
複
数
の
棒
グ
ラ
フ
を
組
み

合
わ
せ
た
グ
ラ
フ
を
読
み
、
見
出
し
た

違
い
を
言
葉
と
数
を
用
い
て
記
述
で
き

る
」
の
正
答
率
が
全
道
・
全
国
を
大
き

【国語】目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較
　　　  しながら、自分の考えをまとめることができる。

【算数】示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラ
               フを読み、見出した 違いを言葉と数を用いて記述できる。

※１

【国語】文章を読んで理解したことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりできる .。
【数学】反比例の意味を理解しているかどうかをみる。
【英語】社会的な話題について、短い文章の要点を捉えることができる。

※２

※２


